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0. はじめに
(1) 
マッハルプ教授は国際金融に関する著書の中で，自国輸出品について，
(1) 一定の関税のもとで，しかもある外国為替レートのもとで，財がある
量だけ売れているとき，もし外貨の価格（自国通貨建て為替レート）が
上昇して，外国の購入者にとってその財が以前よりも安価となるなら
ば，以前よりも多くの量が売れるはずである。もし外貨ではかった外国
購入者の支払価格のうちのかなりの部分を従量輸入関税が占めているの
であるならば，外国通貨の価格が上昇（または下落）すると，その輸入
品に対して外国人が支払う価格は小さな割合で下落（または上昇）する
にすぎないであろう。そこで自国輸出品に対する外国需要は外国為替レ
ートの変化に対して感応性が少なくなるであろう（同書13ペー ジ）。
と述べ， また自国輸入品については，
(2) 関税の役割は外国為替供給について述べたのと変りはない。従量関税
が輸入財の販売価格の中で占める割合が大きいほど，外貨の価格の変化
に対して需要は少ししか感応しないであろう。だから関税が高いほど，
外貨の価格の上昇とともに外国為替需要量は少ししか減らないであろろ
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し，その逆の場合は結果も逆になる（同書21ペー ジ）。
と述べておられる。
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(2) 
(1) の命題についてはすでにわたくしの論文で証明しておいた。 (2)の命題
については，ある程度図形的，直観的には理解できるものの不完全さが残っ
ていたため，証明しないままであったが，最近証明を完全なものにした。そ
こで本稿でその方法を述べるとともに，この部分のマッハルプ理論の内容を
拡充しておくこととする。
1. 自国輸出品に課せられる外国の従量輸入関税
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話を簡単化するた松自国を日本，外国をアメリカとする二国モデルで考
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察しょう。（もちろん，外国を日本以外の世界のすべての国としても話の筋
道は同じことになる。）
1. a図では縦軸に輸出品の自国内価格（円建て価格q円），横軸に需給数量
が目盛られ， DJ曲線は自国居住者による輸出品の需要態度を示しており，
また SJ曲線は自国生産者による輸出品の生産供給態度を示している。いろ
いろな円建て価格に対応する国内供給と国内需要との差 (SJ-DJ＝超過供
給量）が水平に 1.b図に移し描かれたXJ曲線である。 1.b図では，縦軸は
1. a図と同じく輸出品の円建て価格q円（原点0からはかる。）であるが，
横軸 OEには， 1.a図における国内需給の差，つまり超過供給量(E)がと
られているので， XJ曲線は米国に対する日本の輸出供給態度を表わす曲線
である。
つぎに， 1.d図は日本の輸出財についての米国内の需給態度である。縦軸
に米国通貨建ての価格 q' ドルが目盛られ，横軸に国内需給量が目盛られ
る。 DA曲線は米国居住者の財需要の態度を示し， SA曲線は米国内生産者
の供給態度を示している。いろいろなドル建て価格に対応する超過需要量
(E=DA曲線とふ曲線との水乎距離）を1.C図に移し取って描いたもの
が MA曲線である。米国側がこの財の輸入に際して 1単位につき t'ドルの
関税を課している場合を考えよう。~その場合を示すために 1. C図に関税線
t'Tを描いておこう。為替レート（外貨の価格＝ r円／ドル）が初期にグo円
／ドル（たとえば2()0円／ドル）であるとする。このとき， t' ドルの関税は円
建て (t円）に換算すると t=rt'（円）である。これを図に示すために， 1.b
図横軸から下側（通常の第『象限）に rt'円だけ降りたところに関税線 toT
を描く。
ここまでの段階では，日本の輸出供給と米国の輸入需要とがどこで一致す
るかがまだ示されていない。 1.b図の， 日本の円建て価格に基く輸出供給態
度を示す XJ曲線を r＝グo円／ドルの為替レートで換算して， ドル建て価格
に対応する日本の輸出供給曲線を描くと1.C図の XJ曲線が得られる。しか
しこれは日本のドル建て手取り価格 q'1（＝序ドル）に対応する日本の輸出供
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給態度であって，米図居住者が財を購入する時点では米国輸入関税(t’ ドル）
が加算されていなければならない。そこで， 1.C図において， XJ曲線を関
税線 t'Tの上に載せた T+XJ曲線（すなわち， t'T直線と XJ曲線とを
垂直方向に合成したもの）が，米国居住者側からみた日本の輸出供給曲線で
ある。このように合成された T+XJ曲線と米国の輸入需要曲線 MAとの
交点 Ploが国際需給の均衡点であり，図ではこのときの均衡需給量は E。で
あり，掏衡ドル建て価格は qJA,o ドルである。
この開係を1.b図でみるためには， 1.C図の MA曲線を r=r。円／ドルの
為替レートで換算すればよいのであるが， ドル建て米国輸入需要曲線の輸入
価格qIAドルのすべてが日本の輸出者に支払われるのではないことに注意し
なければならない。財1単位の価格 qはドルのうち税関で t1 ドルが徴収さ
れるので， 日本の輸出者の手に渡るのは qり(=qIAー が）ドルだけである。図
でいうと1.C 図の M~ 曲線のうち関税線がT から上側の部分に相当する。
この部分のドル額を為替レートで円換算して描いたものが1.b図の MA曲
線であって，この場合，横軸 OEから上側のMA曲線を考える代りに，第
lV象限の関税線からの高さ（垂直距離）としてみた場合の MA曲線が丁度
1. C図のMA曲線と対応していることになる。なぜなら， 1.b図での横軸
OEと関税線 toTとの垂直距離は t円 (=rot'円＝t/ ドル）で， これはi.
c図での横軸 OEと関税線 t'Tとの垂直距離 t1 ドルに対応し， また1.b
図での横軸 OEとMA曲線との垂直距離 qJ円（＝ゲドル）は 1.C図での
関税線 tITとMA曲線との垂直距離 qりドル（＝但r ドル）と対応しているか
らである。このようにして描かれた1.b図での MA曲線と兄曲線との交
点Poが円建で国際需給図での均衡点である。
この初期均衡状態から出発して，外貨ドルの価格（円建て為替レート）が
r=ro円／ドル（たとえば200円／ドル）から r=1"1p:j/ドル（たとえば220円
／ドル）に（たとえば10彩）上昇した場合にどうなるか。このとき， 1.b図
qJ円の兄曲線を qりドル＝ の関係で 1.C図に移すとき， rの値がr円／ドル
グoかられに (10彩だけ）増すので，如円が与えられていると qりドルが
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グの上昇率にほぼ等しい率だけ低下するので， 1.C図での XJ曲線全体が下
方にほぼその率だけ移動して Xり曲線となる。そこで， T+XJ曲線も関税
線がTの上側の部分が同率（約10彩）だけ下降する。つまり，関税線はド
ル額で固定しているので下降することはない。そして新均衡点は， MA曲線
上で旧均衡点 P'oよりも右下の Pりに定まり，均衡国際需給量は E1,均衡
ドル建て価格は q'いドルとなる。
つぎに， 1.Cでは MA曲線とがT直線とは動かないままであるが，これ
を1.b図に移すとき， 1．c図のがT線から下の部分（がドル）は円額に直
すと rot'円から r1が円に為替レート上昇と同率 (10．彩）で増加するので，
1.b図では第1V象限の関税線が toTから t1T'へ同率 (10彩）で下降する。
また1.c・図の MA曲線の関税線t'Tから上の部分は，円額になおすと roqり
円から r1q1J円へ為替レート上昇と同率 (10彩）で増加するので， 1.b図で
はMA曲線から M'A曲線へ同率 (10彩）で上昇する。このようにして新し
い均衡点は， XJ曲線上で旧均衡点 Poよりも右上にある P1に定まり，国
際均衡需給量は1.C図と同じ E1,均衡円建価格は qJ,I円となる。
1. a図～1.d図を見渡して知られることを述べておこう。円建為替レート
が上昇すると， 1.b図の MA曲線および関税線 toTは同率で横軸 OEか
らの距離を増し，また1.C図のXJ曲線がほぼ同率で下降するため， T+XJ
曲線はそれよりも低い率で下降する。そこで輸出者の円建て手取り価格は
qJ, 0 円から qJ,1円に上昇するので， 1.a図で自国内生産供給は増すのに対
し，自国内需要は減少し，それらによる超過供給の増加分 (1.b図のE。瓦）
を輸出にまわすことができて，円建て輸出額は口OE。PoqJ,o円から
□OE1Piqぃ円に増加する。他方 1.C図の T+XJ曲線の下降によってド
ル建て価格は q'ん。ドルから q1A,1ドルに下落し， そこで l,d図において
米国内で需要が増し，また米国内生産者が生産供給量を減らし，両者を合計し
ての超過需要の増加分 (1.C図で E。瓦）だけを，輸入を増すことによって．
充たすこととなる。 1.C図で MA曲線の価格弾力性が 1よりも大きい正常
の場合には，米国のドル建て輸入額は口OE。P1oq1_A,oドルから□OE1P'iq'A,1 
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ドルに増すことになるが， 日本の輸出者の手取りドル額は図にみられるよう． 
に口t'AP'oq'A,oドルから口t'BPりq'いドルに減少するかもしれない。蛇足
ながら， 1.b図の円建て金額と1.C図のドル建て金額との対応関係はつぎの
涌りである。
(1. b図） （1. C図）
□OE。Poq1,o円＝口t'AP1oq1A, o ドル
□OE必 qi,1円＝口t'BPりq'A,1 ドル
口toKPoq1,o 円＝口OE。P'oq'A,oドル
口t1LP1qり 1円＝口OE1P'i心，1ドル
これまではグラフによる分析をおこなってきたが，つぎに数式の展開によ
ってさらに詳しい分析をおこなうことにしよう。
r円／ドル＝外貨1単位の円ではかった価格
＝邦貨建て為替レート（支払勘定建て為替レート）
qJ円 ＝輸出品の円建て国内価格（自国生産者が輸出品から受取る円
建て単価）
qりドル ＝む円を為替レートでドル額に換算した値
と定義すると
(1.1) 釦＝吋J
また，
q'A ドル＝この財のドル建て米国内価格
qA円 ＝qIAドルを為替レートで円額に換算した値
と定義すると，
(1.2) 心＝Yq1A
である。 (1.1)の両辺の微分
dq1=rq勺＋q勺dr
の左辺を(1.1)の左辺で割り，また右辺を(1.1)の右辺で割ることにより
(1.1)' dq1. dr, dq'J ー＝—＋qJ -r'q'J 
の関係を得る。同様にして(1.2)より
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(1.2)'如立＋知'qA -r'q1A 
が得られる。
米国輸入関税を財1単位あたりがドル，したがって円建てで t(=rt'）円
とすると， 1.b図と1,C図とから
(1.3) q+t=qA 
(1.4) q'J +ti= q1 A 
であることが知られる。 (1.3), (1.4)各式の両辺の増加率を考えると，
(1.3)' 
(1.4)' 
知丑（む＋t）=dq叶 dt
qA む＋t qJ+t 
釦=~'叶t'）＝ dq'J+dt'
q1A - q1J+t1 - qり＋t'
ここで t'は所与であるから dt'=Oであるが， t(=rt’)の方はrの変化とと
もに変化するので，以下では， ヨリ簡単となる(1.4)'式を利用することにし
て，
(1.4)" dq'Adqり q'J.dq'J右＝臼＝戸布
と変形しておく。さて，
dE 
(1.5) d,＝米国輸入量(E)の米国内価格（心）弾力性＝一んし
dE 
(1.6) sェ＝日本輸出量(E)の円建価格（む）弾力性＝t
と定義する。 (1.5)の両辺に亨:をかけて
(1.5)' 竺=-d,,釦
E q•A 
これに(1.4)”を代入すると
(1.5)＂竺=_ q'Jd虹
E -q'J+t'-" q'J 
q'A 
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また(1.6)の両辺に竺2をかけてqJ 
(1.6)' dE dqJ 
E =Sz― qJ 
これに(1.1)'を代入すると
(1.6)" dE dr dq’J す叫＋戸
ここで（1.5)＂の右辺と (1.6)＂の右辺を等置して竺旦q'J について解くと
(529)67 
dq'1 _ s, dr (1. 7) ―= - -
q'J- s叶立drr 
q'1+t' 
これを(1.5)＂に代入して
q'J 
(1.8) 
. dE ――必Sz dr 
＝ q'1+t 
E ふ＋立 r
q'1+t' dェ
そこで外貨供給 Ss(=q'1E)の為替レート弾力性Es＄は
岱 d(qりE) dq'J dE 
(l.9)Es$=―= S$ ．q’JE 
—+--q勺 E
drdr = dr ? ? ? ? ?
に(1.7), (1.8)を代入して
(1.9)'Ess = 
叫？凸—1)
Sr十
q'J 
q'J+t' 
d, 
として得られる。
(1.9)'から知られることを述べておこう。米国が従量関税をかけないなら
ば t'=Oであるから，（1.9)'は通常の外貨供給の弾力性となり，
(1.9)”Es$＝3?-(dE二1)
s,,+d,, 
この式で dら＞1,すなわち輸出品に対する外国需要の価格弾力性が1より大
（弾力的）であるかぎり，外貨供給の弾力性は正，すなわち外貨供給曲線は
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右上がりの正常な形をとる。また dr=lならば外貨供給の弾力性はゼロと
なり，外貨供給曲線は横軸に対して垂直となる。
そして dェ<1のときは外貨供給の弾力性は負と
なり，左上がりの異常な形をとる（以上第2図参
照）。
ここまでは周知のことがらであるが，以下の結
果は，これまで述べられたことのない事実であ
。
竿.2.i図
る。すなわち，（1.9)'式に戻って，かりに dェ＞1
の正常な需要弾力性の場合であっても，米国が輸入関税をある程度まで高く
課し，その結果として(1.9)'右辺括孤内が
q'J 
q'J+t' dr-l<O,すなわち
(1.10) dr<l + t' q J 
つまり，
(1.10)' 日本輸出品に対する
(::::：要の ）＜1+（塁塁関腐税率）
の関係が成り立つ場合には，外貨供給の弾力性は負値となり，外貨供給曲線
は異常な形をとる。本節のグラフによる説明の最後のところで，日本の輸出
者の手取りドル額が 1.C図で口がAP'aq'A,oドルから□がBPりq'A,1ドルに
減少するかもしれないと述べたのは，この (1.10)'の成り立つ場合のことを
指していたのである。
ここで分析をさらに進めよう。
r'＝邦貨1単位を外貨ではかった価格
＝外貨建て為替レート（受取勘定建て為替レート）
とすると，
(1.11) 
これより，
1 r’＝ーすなわち， rr'=lr' 
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(1.11)字＋ぢ＝竿＝0，すなわち，字＝—ぢ
を利用すると，邦貨需要 D¥(=q,E)の為替レー ト（グ＇）弾力性 ED¥は
dD¥ dD¥ d(qjE). dq,, dE 
—+-
(1.12)E四＝一 砂 D¥= qJE 釦 E--;r,-= ---;Jr = --r-= ~ 
r'r r r 
これに(1.1)＇を代入して
(1.12)'E呼＝
生＋土＋匈 生 む土dェー 1
=1+―=1+ （q'J+t') r 、q'J'E)_ 1 -'-Ss 
ケ dr s. + q J d, r r q'J+t’ 
q勺
q',+t' d,(s,十1)
Sェ十
q'J 
q勺＋t'
d,, 
(1.12)＇の最後の式から， 米国輸入関税がどんな大きさであっても邦貨需要
の弾力性はつねに正，すなわち，邦貨需要曲線はつねに正常な右下がりの形
をとることがわかる。また輸入関税 t'がゼロの場合には，（1.12)'は
(1.12)" ED¥＝む這s_.+d,, 
となって通常の邦貨需要の弾力性の式となる。
つぎに (12)'で q'J q',+t' =Zとおいてzについて偏微分すると，
(1.14)四戸((S叶 1)dzz= (Ss+1)dzSェ~=~戸）戸＞O
(1.14)式は ED¥がzの増加関数であることを示している。しかも（1.12)’に
より ED¥はつねに正値である。そこで，外貨ではかった外国購入者の支払
価格のうちで従量関税の占める割合が高いほど（zの値は小さくなるので
ED¥値も小さくなり），自国輸出品に対する外国需要に基く邦貨需要は，為
替レートの変化に対して感応性が小さくなるだろうということがわかる。
最後に数字例の表を作成するために， dq'AdqJ —ーと一—q'A む を求めておこう。まず
(1.4)"に (1.7)を代入すると，
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q'J 
(1.15) dq'A ＝一
戸 s., dr 
q'A ふ十 q'i r 
q'J+t' dエ
つぎに (1.1)'に (1.7)を代入すると，
q'J dェ dr (1.3)"如＝ q’J+t’ 
qJ ふ＋』2ー グ
q'J+t' dエ
そこで1組の数字例による模型を作ってみよう。 s.,=4,d.,=4(>1)とし
t' 
て，事後的に商品価格中に関税が含まれる割合（が戸平）が0彩， 20%,50 
彩， 8,0彩， 90彩の各場合に，邦貨建て為替レートが10％上昇するとき， q'A,
q'J, E, Ss, qJ, D¥が何彩上昇（または増加）するか， およびそのときの
弾力性値 Es$,ED¥を示すのが第1表である。
第1表← 四(%) 芳 告 dE 誓 Es$ 釦 芸 ED¥ E qJ 
0% I -5彩I-5彩 20% 叫 1.5 叫25%1 2.5 
20彩 1-4.4%1-5,6彩 17.7彩 12.2彩 1.2 I 4.4叶22% 2.2 
50% -3.3彩1-6.7彩|13.3%1 6.7彩 0.671 3.3叶叫 1. 7 
80彩 -1.7%,-8.3吋 6.7吋ー 1.7彩ー0.11! 1. 7%1 8.3彩 0.83 
90彩 -0.9%,-9.1吋 3.6吋ー 5.5彩ー0.551。.9%1 4.5叶0.45 
商品価格中に関税が含まれる割合（元五叫の高さで異なる，為替変動（字＝10彩）に
よる諸値の変化百分率。 (Sz=4,dz=4) 
第1表から見られることはつぎの通りである。外国の輸入需要の価格弾力
性 dェが1より大きい正常な場合において，円建て為替レート（外貨の価
格）の上昇に対する，輸出財の外国内価格 (q'Aドル），輸出量(E)およぴ円
従量関税に関する外国為替理論（馬渕） （533)71 
建て手取り価格 (qJ円）の反応度は，輸出財の外国内価格中に関税が含ま
れる割合（厄昌）の大きいほど小さい。ただ，輸出財の外貨建て手取り価
格 (qりドル）だけが t' 可の大きいほど大きくなるので， 自国輸出財に
関する外貨手取り額 S＄は， t't' q';+t' が大きくなるほど小さくなり，（一＝q'J 
dェー1=3,つまり， t't' q';+t' 0. 75=)75％を超える q';+t' に対しては，外
貨供給が減少するという異常事態を招くことを数字例も示している。
2. 自国輸入品に課せられる自国の従量輸入関税
P'l1'., P1枷
3,d.ifil．軒双Iq外国内兎給
り1―円
戸ー／］［＿：
—,1 「
1 0 
I 
可―仔[-予
3這，料屯叶遠羹紐
PIPl i 
。三 I,:r. '’•I ?，81図斡入財叫這1liJP足累給
前節と同じく自国を日本，外国をアメ!力とする二国モデルで考察しょ
う。
3.a図では縦軸に自国輸入品の自国内価格（円建て価格 PJ円），横軸に
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この財の国内需給量が目盛られ， DJ曲線は輸入品に対する自国居住者の需
要態度を示しており，また SJ曲線は自国生産者の供給態度を示している。
いろいろな円建て価格に対応する国内需要と国内供給との差 (DJ-SJ＝超
過需要量）が水平方向に 3.b図に移し描かれた MJ曲線である。 3.b図で
は縦軸は3.a図と同じく輸出品の円建て価格 (PJ円，原点0からはかる。）
であるが，横軸 OJには 3.a図における国内需給の差，つまり超過需要量
(I)がとられているので， MJ曲線は日本のアメリカからの輸入需要態度を
表わす曲線である。
つぎに3.d図は日本の輸入品についての米国内需給態度を示している。縦
軸に米国通貨建ての価格 (P'ドル）が目盛られ，横軸に国内需給量が目盛
られる。 DA曲線は米国居住者の財需要の態度を示し， SA曲線は米国内生
産者の供給態度を示している。いろいろなドル建て価格に対応する超過供給
量 (l=SA曲線と DA曲線との水平距離）を 3.c図に移し取って描いたも
のが XA曲線である。日本側がこの財の輸入に際して1単位につき tドル
の関税を課している場合を考えよう。その場合を示すために関税線tTを描
いておこう。
邦貨建て為替レート (1ドルの価格， r円／ドル）が初期に ro円／ドル
（たとえば200円／ドル）であるとする。このとき， tドルの関税はドル建て
(t' ドル）に換算するとが＝i(ドル）である。これを図に示すために，
3.C図横軸から下向き（第1V象限）にiドルだけ下りたところに関税線
t'oTを描く。
さて前節でおこなったように， 3.C図の，米国のドル建て価格に基く輸出
供給態度を示す XA曲線を， r=ro円／ドルの為替レートで換算して， 円建
て価格に対応する米国の輸出供給曲線を描くと 3.b図の XA曲線のように
なる？しかしこれは米国の円建て手取り価格 P'A＝今ドルに対応する米国（ ） 
の輸出供給態度であって，日本の居住者が財を購入する段階では日本の輸入
関税 t円が加算されていなければならない。そこで3.b図において， XA曲
線を関税線 tTの上に載せた XA+T曲線（すなわち， tT直線と XA曲線
従量関税に関する外国為替理論（馬渕） (535)73 
とを垂直方向に合成したもの）が日本の居住者側からみた米国の輸出供給態
度である。このように合成された XA+T曲線と， 日本の輸入需要曲線MJ
との交点 Poが国際需給の掏衡点であり，図ではこのときの掏衡需給量は I。
であり，均衡円建て価格は PJ,O円である。
この関係を3.c図で見るためには， 3.b図の MJ曲線を r=ro円／ドルの
為替レートで換算すればよいのであるが，円建ての日本の輸入需要曲線の輸
入価格 PJ円のすべてが米国の輸出者に支払われるのではないことに注意し
なければならない。 1単位価格 PJ円のうち税関で t円が徴収されるので，
米国の輸出者の手に渡るのは加(=PJ-t)円だけである。図でいえば3.b 
図の MJ曲線のうち，関税線 tTから上側の部分に相当する。この部分の
円額を為替レートでドルに換算して描いたものが 3.C図の MJ曲線であっ
て，この場合，横軸 OJから上側の MJ曲線を考える代りに，第1V象限の
関税線 t'oTからの高さとしてみた場合の MJ曲線が丁度3.b図の MJ曲
線と対応していることになる。なぜなら， 3.C図で横軸 OJと関税線 t'oT
との垂直距離は t'O ドル（＝占ドル）で，これは 3.b図で横軸 OJと関税線
tTとの垂直距離 t円に対応し，また 3.C図での横軸 OEと MJ曲線との
垂直距離 P'A ドルは 3.b図での開税線 tTとMJ曲線との垂直距離 PA円
(= rpt A 円）と対応しているからである。このようにして描かれた3.C図で
の MJ曲線とふ曲線との交点 P'oが， ドル建て国際需給図での掏衡点
である。
この初期均衡状態から出発して，外貨ドルの価格（円建て為替レート）が
r=ro円／ドル（例えば200円／ドル）から r=r1円／ドル（例えば220円／ド
ル）に（例えば10%)上昇した場合どうなるか。この場合， 3.C図の XA曲
線を加円＝P'Aドルxr円／ドルの開係で 3.b図に移すとき， rの値がroか
ら r1に (10％だけ）増すので， P'Aドルが与えられていると加円がrの
上昇率と等しい率で上昇するので， 3.b図での XA曲線全体が上方にその率
(10%)だけ移動して X'A曲線となる。そこで， X吐 T曲線も関税線 tT
の上の部分が同率 (10%）だけ上昇する。つまり，関税線は円額で固定して
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いるので上昇することはない。そして新均衡点は MJ曲線上で旧均衡点 P。
よりも左上にある P1点に定まり，均衡国際需給量は I1，均衡円建て価格
は Pぃ円となる。
つぎに3.b図で MJ曲線と tT直線とは動かないままであるが， これを
3. C図に移すとき， 3.b図の tT線から下の部分 (t円）はドル額になおす
t t とードルからードルに為替レート上昇とほぼ同率 (10%）で減少するので，r。 r1 
3. C図では第lV象限の関税線が t'oTから tりT'へほぼ同率 (10%)で上昇
する。また3.b図の MJ曲線の関税線 tTから上の部分は， ドル額になお
すと PA 色Ar。ドルから ドルヘ為替レート上昇とほぼ同率で減少するので， 3.r1 
c図ではMJ曲線から Mり曲線へほぼ同率 (10%)で下降する。このよう
にして新しい均衡点は， XA曲線上で旧掏衡点 Ploよりも左下にある P'1点
に定まり，国際均衡需給量は3.b図と同じ I1，均衡ドル建て価格は P'A,1ド
ルとなる。
3.a図～3.d図を見渡して知られることを述べておこう。円建為替レート
が上昇すると， 3.C図の MJ曲線およぴ関税線 t'oTはほぼ同率で横軸 OJ
に近づき，また3.b図の XA曲線が同率で上昇するため XA+T曲線はそれ
よりも低い率で上昇する。そこで米国の輸出者のドル建て手取り価格は
P'A, 0 ドルから P'A,1ドルに低落するので， 3.d図で外国内生産供給は減少
し，外国内需要は増し，それらによる超過供給の減少分だけ米国の輸出供給
が減退し， 日本側のドル建て輸入額は口OJ。ploPIA,oドルから □OI1Pりpは，1
に減少する。他方， 3.b図の XA+T曲線の上昇によって円建て輸入価格は
PJ, o円から Pり 1円に上昇し，そこで3.a図において， 自国内で需要は減少
し，また自国内生産者が生産供給量を増し，これら両者による超過需要の減
少分を，（3.b図で Iふだけ）輸入を減らすことによって調整することとな
る。 3.b図で， MJ曲線の価格弾力性が 1よりも大きい正常の場合には，日
本の円建て輸入額は口OJ。PoPJ,o円から□OI1APり 1円に減少することにな
るが，米国の輸出者の手取り円貨額は，図にみられるように口tAPoPJ,o円
から口tBP1PJ,1円に増加するかもしれない。蛇足ながら， 3.b図の円建て
従量関税に関する外国為替理論（馬渕）
金額と3.c図のドル建て金額との対応関係はつぎの通りである。
(3. b図） （3. C図）
□OI。PoP1,o円＝口t'oKP'oP'A,oドル
□OIふ PJ,1円＝口tりLPりP'Aバドル
□tAPoP1, o円＝口OI。P'oP'A,oドル
□tBPIPJ,1円＝口OI1P11P'A,1ドル
(537)75 
これまではグラフによる分析をおこなってきたが，つぎに数式の展開によ
ってさらに詳しい分析をおこなうこととしょう。
r円／ドル＝邦貨建て為替レート
PJ円 ＝輸入品の円建て自国内価格
Pりドル＝PJ円を為替レートでドル額に換算した値
と定義すると，
(2.1) PJ=rPり
これより
(2.1)' 
dpJ _dr, dp'J ー＝—+ーPJ r'Pり
また
P'Aドル＝この財のドル建て米国内価格
加円＝P'Aドルを為替レートで円貨額に換算した値
と定義すると，
(2.2) PA= rp'A 
これより
(2.2)' dpA dr,dp'A --＝-＋ーPA ・ r'P'A 
つぎに日本の輸入関税を 1単位あたり t円，したがってドル建てでt'(=f)
ドルとすると，
(2.3) PJ＝加＋t,および
(2.4) pり＝P'A+t'
(2.3)およぴ(2.4)より，
76(538) 
(2.3)' 
(2.4)' 
第 27 巻第 6 号
弘且PA+dt
PJ 加＋t
dpり dP'A+dt'
• ＝ P'J -P'A+t' 
ここで， tは一定であるから， dt=Oであるが， t'(=f)はrの変化とと
もに変化するので，以下では， ョリ簡単となる (2.3)＇を利用することにし
て，
(2.4)＂弘＝ dpA ＝加．釦
PJ 加＋tPA+t PA 
と変形しておく。また，
“ 
(2.5) d,.＝日本の輸入量(I)の日本国内価格(PJ)弾力性＝一PI]
(2.6) s.＝米国輸出量(I)のドル建て価格(P'A)弾力性＝口｝；
と定義する。
(2.5)の両辺にクせ
PJ をかけて，
(2.5)'r!f.='-d弘I..PJ 
これに(2.4)”を代入すると，
(2.5)＂凸＿立ら i弘I Pけ t”PA
これに(2.2)'を代入すると，
(2.5)"／グ＝―P［記（字＋朋）
また(2.6)の両辺に内庄P'A 
(2.6)' 
dl dpIA 
I =s. P'A 
をかけて，
ここで(2.5)＇＂の右辺と (2.6)＇の右辺を等置してクなP'A 
P'A 
について解くと，
従量関税に関する外国為替理論（馬渕）
PA 
(2. 7) 払 PA+tdffldr
P'A= - -
s. + PA P叶 tdm 
r 
これを (2.6)'に代入して，
PA 
(2.8)“= ＿ P叶 tsffld”dr
I sfl十加 r 
加＋tdfl 
そこで外貨需要 Ds(=P'AI)の為替レート (r)弾力性 ED＄は，
dDs d(P'Al) dp'A, dl 
D$ —+-
(2.9) Evs =― dr = -P'Al -P'A'I dr = dr 
(539)77 
? ? ? ? ? ?
に(2.7)および(2.8)を代入して，
PA dm(sm+l) 
(2.9)'E叩＝釦＋t
Sm+ PA 釦＋tdm 
日本が従量関税をかけない場合には t=Oであるから，（2.9)'は通常の外
貨需要の弾力性となり，
(2.9)" En$= dm(s
m+l) 
Sm+dm 
(2.9)＇も (2.9)＂もともに正値をとるので， グラフはつねに右下がりの正
常な形をとる。
つぎに r' ドル／円＝外貨建て為替レートとすると，
(2.10) r’=｝，すなわち rr'=l
これより，
(2.10)' 
dr dr' ＝一r r' 
これを用いると，邦貨供給 S瓜＝PAI) の為替レート (r'）•弾力性 Es¥ は，
岱 d(PJ) dpA dI 
—+-
(2.11) Es¥= s¥ 加I= = --PA'I dr'- dr - dr 
ゲ＇
? ? ? ?
78(540) 
これに (2.2)'を代入して
?
27 巻
? ?
号
dr, fdP'A, dl ァ＋（冗+¥)
(2.11)'Es¥ = -~= -1 + E叩＝dr 
r 
心互El)
Sm+ PA 釦＋t-dm 
(2.11)'で， 日本が従量関税をかけない場合は t=Oであるから，（2.11)'
は通常の円供給の弾力性となり，
(2.11)" Es¥= 
Sm(dm-1)-
sm+dm 
この式で， dm>lすなわち輸入品に対する自国需要の価格弾力性が 1より
大（弾力的）であれば円供給の弾力性は正，すなわち???ー ー
?
?
? ?
円供給曲線は右上がりの正常な形をとる。また dm=l
ならば円供給の弾力性はゼロとなり， 円供給曲線は横
軸に対して垂直となる。
給の弾力性は負となり，左上がりの異常な形となる。
つぎに (2.11)'にもどって，
そして dm<lのときは円供
落4図
な儒要弾力性の場合であっても，
果 (2.11)＇右辺の括孤内が
仮りに dm>lの正常
日本が輸入関税をかなり高く課し，その結
(2.12) 
つまり，
かい<0,
dm<l+ 
t 
PA 
すなわち
、 ? ??????
????ー?????ー
?）????????????ー ー?ー．??（?
の閲係が成り立つ場合には， 円供給の弾力性は負値となり， 円供給曲線は異
常な形をとる。
PA ここで ＝Z とおき加＋t まず (2.9)'をzで偏微分
すると
(2.13) 0ED$=dふ (Sm+1)oz -(s.,+dmz)2 >o 
従量関税に関する外国為替理論（馬渕） (541)79 
したがって，輸入品の日本国内価格の中に関税の含まれる割合が高い（すな
わちzが小さい）ほど，外貨需要の弾力性は低いことがわかる。
また (2.11)＇を zで偏微分すると，
(2.14) 堕立=s,.d”(s. 土
oz - (s.,+d霞z)2>o 
したがって，輸入品の日本国内価格の中に関税の含まれる割合が高い（すな
わちzが小さい）ほど，円供給の弾力性は低いことがわかる。
最後に，数字例の表を作成するために，
まず (2.2)'に (2.7)を代入すると，
(2.15) dpA_ s..dr 
PA グs.＋ PA 釦＋td . 
これを (2.4)＂に代入すると，
PA 
(2.16) 弘＝加＋ts. 生
PJ s.＋ PA r 加＋t
← 元(%) dPJf'A  dl I 第2表dD$ s 
0% I -5彩ー 20吋ー 25吋
20% 1-4.4彩ー 17.8彩|-22.2彩
50% 1-3.3吋ー 13.3%1-16.7彩
80彩 -1.7吋ー 6.7%-8.3彩
90彩 -0.9彩ー 3.6彩1-4.5%1
dpJ L dpA 
ーと一一PJ ~ PA とを求めておこう。
ED$ dPJ  如 寄 Es¥ PA 
2.5 5彩 5% 1ー5叶1.5 
2.2| 4.4彩I5.6彩1-12.2%1 1.2 
1.61 3.3%1 6.7%, -6.7彩 0.6 
0.8| 1.7% 8.3%I 1.6%1 -0.2 
0.51 0.9彩 9.1吋 5.5% -0.5 
輸入商品価格中に関税が含まれる割合（元缶）の高さで異なる，為替変動（字＝10.%）
による諸値の変化百分率。 Cs..-4,d,.=4(>1)J 
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そこで1つの数字例による模型を作ってみよう。 s,.＝4,d.＝4(>1)とし
て，事後的に商品価格中に関税が含まれる割合（ t .P叶t)が 0彩， 20彩， 50
彩， 80彩， 90彩の各場合に邦貨建て為替レートが10彩上昇するとき， P'ん
I, Ds, PJ, PA,. s¥がそれぞれ何彩上昇（または増加）するか，およびそ
のときの弾力性値 EDS,Es¥を示すのが第2表である。
第2表から見られることはつぎの通りである。自国の輸入需要の価格弾力
性 dmが1より大きい正常な場合において，円建て為替レート（外貨の価
格）の上昇に対する，輸入財の外国内価格(P'Aドル），輸入量 (I)，自国内
価格（か円），および外貨需要 (D$）の反応度は，輸入品の自国内価格中に含
まれる関税の割合（広伍）が大きいほど小さい。ただ，輸入財に関する内
貨供給の弾力性は ( t t , -k>d”―1=3,つまり加＋t＝0.75=）75彩を超える
t 
釦＋tに対しては，正常でない負値に転じるということを数字例も示してい
る。
